
お  知  ら  せ 

２ ０ ２ １ 年 ２ 月 ２ ６ 日 

東 北 電 力 株 式 会 社 

 

プルトニウムの利用計画について 

 

日本原燃株式会社の六ヶ所再処理工場につきましては、２０２０年７月２９日に再処理

事業変更許可を受領し、２０２２年度上期の竣工を目指しております。 

操業開始後は、再処理によりプルトニウムが回収される見込みであり、当社では、その

利用計画を明確にし、透明性を確保する観点から、プルトニウムの利用計画※を策定いたし

ました。 

概要は以下のとおりです。 

 

＜当社のプルトニウム利用計画＞ 

１．プルトニウム所有量 

    ・約０．７トンＰｕｔ（２０２０年度末予想） 

２．利用場所  

    ・女川原子力発電所３号機 

３．利用量    

・別紙「プルトニウム利用計画（２０２１年２月２６日電気事業連合会）」を参照 

４．年間利用目安量 

・約０．４トンＰｕｔ／年 

（女川原子力発電所３号機に装荷するＭＯＸ燃料に含まれるプルトニウムの 

１年当たりに換算した量） 

５．現在貯蔵する使用済燃料の量（参考） 

    ・約６８０トンＵ（２０１９年度末実績） 

     （女川原子力発電所、東通原子力発電所および日本原燃に貯蔵している使用済 

燃料の量） 

 

※ プルトニウムの利用計画は、原子力委員会が決定した「我が国におけるプルトニウム

利用の基本的な考え方について」（２００３年８月５日、２０１８年７月３１日）を

踏まえ、原子力事業者が取りまとめ、公表するものです。 

 

以 上 

 

（別紙）プルトニウム利用計画（２０２１年２月２６日電気事業連合会） 

 

 


